
［成果情報名］黒毛和種における地域繁殖雌牛群の改良システム

［要約］本研究により開発した育種価および繁殖台帳を活用した「地域繁殖雌牛群の改良シ

ステム」を地域に導入することで、期待育種価判明牛の保留割合が高まり、能力（枝肉重

量と脂肪交雑の期待育種価）の高い雌牛の保留が進む。
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［背景・ねらい］

道内黒毛和種は、繁殖雌牛飼養頭数９万頭を超え全国３位の主要産地となっている。し

かし、先進県に比べ遺伝的能力が低いとされており、改良については先進県からの導入に

頼る傾向がある。こうした中、近年になり道内関係機関から優良な種雄牛が多く作出され

ている他、道内繁殖雌牛の育種価判明率も徐々に向上していることから、道内遺伝資源を

活用した改良体制の確立が求められている。

そこで本試験では、地域内の遺伝資源を活用した改良体制を確立するため、育種価１や

繁殖台帳を活用した地域繁殖雌牛群の改良システムを開発し、現地実証する。

［成果の内容・特徴］

１．子牛出荷体重における直接遺伝効果と枝肉重量との間に 0.62 の高い正の遺伝相関２が

認められたことから、子牛の発育状況は、枝肉重量の期待育種価を補足する情報として

活用できる。

２．本研究により開発した（畜試牛群の体測データを使用）、胸囲（CG）から体重が推定

可能な子牛の体重推定式は以下のとおりである。めす体重=exp(－5.407E-01＋7.248E-02

×CG－2.706E-04×CG2＋3.979E-07×CG3)。この式は、フィールドデータにおいても 197

頭中 195 頭が推定式の 95％予測信頼区間内の範囲に含まれており、高い精度を誇る。

３．若齢牛（１～２才）および高齢牛（11 才以上）が生産した子牛は、市場出荷体重が低

下する傾向にあり、遅くとも 11 才（９産）を目安に繁殖雌牛の淘汰更新を進めることが

望ましい。

４．本研究により開発した繁殖台帳ソフトは、各農家の牛群情報、優良牛、および淘汰候

補牛の帳票を表示可能である。

５．本研究により開発した「育種価および繁殖台帳を活用した地域繁殖雌牛群の改良シス

テム」を導入することで（図１）、モデル地域における新規保留牛に占める期待育種価

判明牛の割合は３割近くまで増加する（表１）。また、枝肉重量と脂肪交雑の期待育種

価が A ランク（道内牛群上位１／４以上の能力）である雌牛の保留割合も８割以上に増

加する（表２）。さらに、モデル地域における子牛の発育が改善し、市場における価格

も十勝市場平均を上回るまでに向上する（図２）。

＊用語解説

１ 育種価：牛の遺伝的能力を表す数値のこと。交配する種雄牛や選抜する雌牛を判断す

る指標となる。

２ 遺伝相関：形質間の遺伝的な似通い度のこと（－１～１の数値で表示）この数値が正

であれば好ましい関係（片方を改良すれば、もう片方も改良が進む）。

［普及のための参考情報］

１．本研究で示した改良システムは、道内黒毛和種生産地域が効率的な牛群改良を進める

際に導入する。
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表1 モデル地域における新規保留牛の内訳

頭数 割合 頭数 割合 頭数 割合 頭数 割合

新規保留牛 89 156 123 127

地域内保留牛 62 69.7% 118 75.6% 93 75.6% 94 74.0%

（うち期待育種価判明牛） 6 9.7% 19 16.1% 21 22.6% 25 26.6%

道内他地域導入牛 9 10.1% 26 16.7% 30 24.4% 33 26.0%

道外導入牛 18 20.2% 12 7.7% 0 0% 0 0%

2010年 2011年 2012年
内訳

2009年

表2 モデル地域における新規保留牛に占める期待育種価Aランク牛の割合の推移

全体 全体

頭数 割合 頭数 頭数 割合 頭数

生産雌牛（期待育種価判明） 11 78.6% 14 30 73.2% 41

市場販売牛 7 87.5% 8 15 68.2% 22

新規保留牛 4 66.7% 6 15 78.9% 19

全体 全体

頭数 割合 頭数 頭数 割合 頭数

生産雌牛（期待育種価判明） 46 69.7% 66 57 66.3% 86

市場販売牛 29 64.4% 45 36 59.0% 61

新規保留牛 17 81.0% 21 21 84.0% 25
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図 2 モデル地域における去勢牛の

子牛市場価格の推移
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